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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

８
４

６
回

 

笠
捨
山

笠
捨
山

笠
捨
山

笠
捨
山
のの のの
捲
道

捲
道

捲
道

捲
道

( 旧
逓
信
道

旧
逓
信
道

旧
逓
信
道

旧
逓
信
道

) 補
修

補
修

補
修

補
修
作
業
等

作
業
等

作
業
等

作
業
等

 

◇
実

施
日

；
平

成
２

７
年

１
１

月
２

０
日

( 金
) ～

２
３

日
( 月

) 

◇
参

加
者

；
青

木
宏

充
（

２
０

～
２

３
日

）
、

山
口

泰
宏

（
２

０
～

２
１

日
）

 

梶
野

照
雄

、
浅

村
朋

伸
( ２

２
日

、
日

帰
り

) 。
 

 
 

計
４

名
。

 

 １
１

１
１

１
１

１
１
月月 月月
２
０

２
０

２
０

２
０
日日 日日

( 金
)  

 
晴晴 晴晴

 

午
前

１
０

時
に

補
給

路
登

山
口

で
山

口
さ

ん
と

合
流

し
、

準
備

後
、

行
仙

宿
へ

向
か

う
。

小
屋

到
着

後
す

ぐ
に

昼
食

。
１

２
時

に
ジ

ョ
レ

ン
、

大
ハ

ン

マ
ー

、
小

ツ
ル

ハ
シ

等
を

持
っ

て
旧

逓
信

道
へ

。
 

２
ヶ

所
、

軽
く

手
直

し
し

た
後

、
１

５
ｍ

程
の

長
さ

で
崩

落
し

て
い

る
現

場
に

到
着

。
 

 

 
 

 
 

 

軽
く

手
直

し
 

 
 

 
 

崩
れ

の
酷

い
箇

所
 

 
 

 
落

ち
た

部
材

を
引

き
上

げ
 

 山
側

斜
面

は
斜

度
が

き
つ

く
、

道
幅

を
広

げ
る

こ
と

が
困

難
な

た
め

、
谷

側
に

落
ち

て
し

ま
っ

て
い

る
木

杭
と

横
桟

丸
太

の
セ

ッ
ト

を
ロ

ー
プ

を
使

っ

て
引

き
上

げ
た

。
一

ヶ
所

は
崩

れ
て

、
穴

あ
き

状
態

に
な

っ
て

い
る

の
で

、

丸
太

を
５

本
並

べ
橋

状
に

し
、

山
側

を
少

し
削

っ
て

幅
員

を
確

保
。

さ
ら

に

エ
キ

ス
パ

ン
ド

メ
タ

ル
２

枚
を

上
に

敷
い

た
。

 

こ
こ

だ
け

で
１

時
間

強
か

か
っ

た
。

そ
の

後
、

別
の

３
カ

所
を

手
直

し
、

１
４

時
に

送
電

鉄
塔

前
の

崩
落

個
所

に
到

着
。

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

丸
太

を
並

べ
て

 
 

 
 

 
 

 
エ

キ
ス

パ
ン

ド
メ

タ
ル

も
敷

い
た

 

 何
か

ら
手

を
付

け
る

か
、

検
討

し
た

後
、

崩
れ

落
ち

て
い

る
木

杭
・

丸
太

の
柵

を
引

き
上

げ
に

か
か

る
。

８
セ

ッ
ト

を
登

山
道

ま
で

引
き

上
げ

、
最

初

に
２

本
の

杭
を

打
ち

込
ん

だ
時

点
で

１
５

時
に

な
り

、
作

業
を

中
断

し
て

行

仙
宿

小
屋

に
戻

る
。

夕
食

後
、

２
２

時
３

０
分

就
寝

。
 

 

１
１

１
１

１
１

１
１
月月 月月
２
１

２
１

２
１

２
１
日日 日日

( 土
)  

 
晴晴 晴晴

 

午
前

６
時

３
０

分
に

起
床

。
朝

食
後

、
８

時
に

小
屋

を
出

発
。

８
時

４
０

分
、
送

電
鉄

塔
前

に
到

着
、
昨

日
の

作
業

の
残

り
の

部
分

の
補

修
を

始
め

る
。

 

９
時

３
０

分
に

送
電

鉄
塔

前
の

作
業

を
完

了
し

て
小

屋
に

戻
る

。
戻

る
途

中
で

若
干

の
手

直
し

が
数

ヵ
所

、
落

ち
葉

と
流

れ
て

き
た

土
砂

で
埋

も
れ

て

い
た

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
階

段
を

掘
り

出
し

て
元

通
り

に
す

る
。

 

奥
駈

道
分

岐
に

１
０

時
３

０
分

到
着

。
休

憩
後

、
１

１
時

行
仙

宿
小

屋
に

戻
る

。
昼

食
後

、
１

２
時

に
行

仙
宿

を
後

に
下

山
す

る
。

 

池
原

で
本

日
帰

宅
の

山
口

さ
ん

と
別

れ
「

き
な

り
の

湯
」

へ
。

 

入
浴

後
、

食
糧

を
調
達

し
て

、
再

度
行

仙
宿

小
屋

へ
向

か
う

。
 

１
５

時
３

０
分

、
行

仙
宿

小
屋

に
戻

る
。
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追
記
：

送
電

鉄
塔

ま
で

の
間

に
、

一
ヶ

所
ト

ラ
ロ

ー
プ

が
張

っ
て

あ
る

個

所
も

補
修

し
た

か
っ

た
が

、
２
人

で
は
ど

う
に

も
な

ら
ず

、
土
止

め
に

し
て

い
た

杭
や

丸
太

も
全

て
流

さ
れ

て
付
近

に
は
見
当

た
ら

な
い

。
 

歩
き
や

す
い
よ

う
に

、
簡
単

な
補

修
は

し
た

が
、

本
格
的

な
補

修
に

は
、

あ
る

程
度

の
人

数
が
必
要

と
思
わ

れ
る

。
 

( 記
 

青
木

) 

 

 
 

 
 

 

送
電

鉄
塔

横
の

補
修

 
 

 
 

 
 

埋
も

れ
た

階
段

も
掘

り
出

し
た
 

 

 

１
１

１
１

１
１

１
１
月月 月月
２２ ２２
２２ ２２
日日 日日

( 日
)  

 
曇曇 曇曇
りり りり
時
々
晴

時
々
晴

時
々
晴

時
々
晴
 

 国
道

１
６

９
号

が
崩

土
通

行
止

め
に

な
り

、
ヤ

キ
モ

キ
し

て
い

た
が
迂

回
路

が
設
定

さ
れ

、
ど

う
に

か
通

行
で

き
る
よ

う
に

な
っ

た
。

 

午
前

８
時

３
０

分
に

ス
ポ

ー
ツ
公
園

の
駐
車

場
で

浅
村

さ
ん

と
合

流
、

行
仙

宿
小

屋
へ

向
か

う
。

１
１

月
下
旬

と
は
思
え

な
い
よ

う
な
気
温

の
高

さ
で

、

持
っ

て
き

た
フ
リ

ー
ス
や
ダ
ウ

ン
ジ
ャ
ケ

ッ
ト

は
必
要

な
か

っ
た

。
浅

村
さ

ん
は
Ｔ

シ
ャ

ツ
で

登
っ

て
い

る
。

 

１
０

時
２

０
分

、
小

屋
到

着
。

青
木

さ
ん

が
窓

か
ら
顔

を
出

し
て

出
迎
え

て

く
れ

た
。

 

彫
像

の
材
料

に
す

る
た

め
、

小
屋

の
少

し
南

側
に

あ
る
桧
材

の
中

か
ら

、
直

径
３

０
㎝
位

の
一

本
を
選
び

、
適
当

な
サ
イ
ズ

に
切

り
分

け
た

。
 

 
 

 
 

 

小
屋

到
着

 
 

 
 

ひ
び

割
れ

防
止

剤
を

塗
る

 
 

 
使

い
方

の
レ

ク
チ

ャ
ー
 

 

切
り

分
け

た
材
料

を
小

屋
ま

で
運
び

、
ひ
び
割

れ
を
防

ぐ
薬
剤

を
塗

っ
て

い
く

。
青

木
さ

ん
は
材
料

の
使

い
方

に
つ

い
て

、
園
城
寺

で
仏
師

修
業

等
を

終
え
独

り
立

ち
さ

れ
て

い
る

浅
村

さ
ん

か
ら

レ
ク

チ
ャ

ー
を
受

け
て

い
る

。
 

チ
ェ

ン
ソ

ー
を

出
し

た
の

で
、
今
夏

の
台
風

で
大

き
く
西

に
傾

い
た
杉

の

根
が

登
山

道
に
飛
び

だ
し

た
部

分
を
切
除

し
た

。
こ

の
杉

は
す

で
に

葉
が
黄

変
し

て
い

る
の

で
、

い
ず

れ
枯

れ
て

し
ま

う
だ
ろ

う
。

 

作
業

が
一

段
落

し
、

１
１

時
５

０
分

か
ら

昼
食

。
 

昼
食

後
、
用
意

し
て

き
た

電
源
コ

ン
セ

ン
ト

を
取

り
付

け
る

。
 

 
 

 
 

 

配
線

の
変

更
 

 
 

 
 

 
 

西
側

に
一

個
 

 
 

 
 

 
 

 
東

側
に

も
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 行
仙

宿
小

屋
は

、
梁

ま
で

の
高

さ
が
高

く
、
脚
立

の
登

り
降

り
で

時
間

を

食
い

、
用
意

し
た

３
個

の
内

、
２

個
し

か
取

付
け

で
き

な
か

っ
た

。
 

午
後

２
時

３
０

分
に

作
業
終

了
。
工
具
類

を
集

め
て

下
山

準
備

を
す

る
。

 

管
理
棟

の
分

も
用
意

し
て

き
た

が
、
次

回
に

持
ち
越

し
と

な
っ

た
。

 

明
日

、
帰

宅
の

青
木

さ
ん

に
後

を
託

し
、

午
後

３
時
過

に
下

山
し

た
。

 

 
 

 
 

 

２
２

日
の

参
加

者
 

 
 

 
 

 
桧

材
を

背
に

 
 

 
 

後
ろ

向
き

慎
重

に
降

り
る
 

 帰
路

、
１

６
９
号

の
迂

回
路

通
過

に
は

５
５

分
を
要

し
た

。
予
想

は
し

て

い
た

が
、
早
期

の
復

旧
を
願

う
ば

か
り

で
あ

る
。

 

 行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    
 

１
１

月
２

２
日

（
日

）
 

ス
ポ

ー
ツ
公
園

0
8
：

4
0
→

0
9
：

2
0
補

給
路

登
山

口
→

1
0
：

2
0
行

仙
宿
→

作

業
→

1
1
：

5
0
昼

食
1
2
：

4
0
→
コ

ン
セ

ン
ト
取

付
け

等
1
4
:3

0
→

行
仙

宿
 

1
5
：

0
5
下

山
→

登
山

口
1
5
：

4
0
。

 

 
( 記

 
梶

野
) 

 


